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表紙イラスト：情報システム系４年　日名　祥也

　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。今年がみなさんにとっ
て充実した学びと成長の年になることを願っています。
　図書館は、日常の学びにおいて「不要不急」の施設と見なされることがあ
るかもしれません。授業や実験、課題に追われる学生のみなさんにとって、
図書館は時に遠い存在に感じられるでしょう。しかし、長い目で見れば、図
書館は津山高専にとって必要不可欠なインフラです。なぜなら、図書館は知
識を蓄え、共有し、未来を切り拓くための基盤になるからです。
　図書館は、単なる「本の置き場」ではありません。ここは、すべての学生
が利用できる「居場所」であり、学びと交流が交差する空間です。静かに集

図書館長
　横谷  正明

中できるスペースと、仲間と語り合える場が共存することで、図書館は「静」と「動」が融合する拠
点となります。そこでは、アイデアが芽生え、議論が深まり、新しい価値が生まれます。図書館は、
知識を得る場であると同時に、人と人をつなぐ場でもあるのです。
　さらに、図書館の価値は学内にとどまりません。近年の研究によれば、地域における図書館の蔵書
数が多いほど、高齢者の要介護リスクが低下する傾向があると報告されています。これは、知識への
アクセスが心身の健康に寄与することを示唆しています。津山高専図書館は学外にも開放されており、
学生だけでなく地域社会にとっても、未来を支える力となる存在でありたいと願っています。図書館
は、地域の知の拠点として、世代を超えた学びの循環を生み出す場なのです。
　本を手に取り、ページをめくるその瞬間から、新しい世界が始まります。図書館は、その扉をいつ
でも開いて待っています。ここで過ごす時間が、みなさんの学びを深め、人生を豊かにすることを信
じています。
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機械システム系　　ランボー 典子

『歴史をさわがせた女たち』
　永井　路子：著（文藝春秋）

『外国語学習の科学』
　白井　恭弘：著（岩波書店）

『責めず、比べず、思い出さず』
　高田　明和：著（コスモトゥーワン）
　　　　　　　　　　　　　　
『52ヘルツのクジラたち』　
　町田　そのこ：著（中央公論新社）

　私が読んで心に残った４冊の本をご紹介
します。それぞれジャンルもテーマも異な
りますが、どの本にも「新しい視点」と
「深く考えるきっかけ」が詰まっています。
それぞれの本に私が出合った順番に紹介し
ます。
　１冊目は、『歴史を騒がせた女たち』。
高校生だったときに、歴史の先生が紹介し
てくれた本です。歴史の教科書に名前が載
るのは、多くが男性ですが、この本は違い
ます。時代や社会の枠を超えて、自分らし
く生き抜いた女性たちの姿がユーモアたっ
ぷりに描かれています。それまで苦手だっ
た歴史が好きになれた１冊でもあります。
世界編、日本編、庶民編などシリーズで出
ています。
　２冊目は、『外国語学習の科学』。私の
専門分野である第二言語習得についての本
ですが、とても読みやすくわかりやすく書
かれていますので、語学に興味がなくても、
わかりやすいと思います。単なる語学のハ

ウツー本ではなく、「どうすれば人は外国
語を習得できるのか？」という問いに、科
学的根拠をもとに答えてくれる本です。学
習者の心理、記憶のメカニズム、動機づけ
など、実際の学びに活かせるヒントが詰ま
っています。語学が苦手だと思っている人
ほど読んでほしい一冊です。
　次に、『責めず、比べず、思い出さず』。
タイトルの通り、現代社会で私たちが抱え
がちな「自分への厳しさ」から少し距離を
置くことを提案してくれるエッセイです。
私は人生で一番つらかったときに、この本
に出合ったのですが、読んだ後は、心が少
し軽くなり、「きっと大丈夫」と思えるよ
うになりました。読んでからしばらく経ち
ますが、なにかあるたびに、この本のタイ
トル「（自分を）責めない。（人と）比
べない。（過去の嫌なことを）思い出さな
い。」を言い聞かせて過ごすようにしてい
ます。
　最後に紹介するのは、小説です。私は小
説が好きでいろいろ読みますが、多くは読
んでいるときはとても楽しいのに、しばら
くするとすっかり内容を忘れてしまいがち
です。でも、これは違いました。『52ヘル
ツのクジラたち』。「52ヘルツのクジラ」
とは、他のクジラには聞こえない周波数で
鳴く、世界で最も孤独なクジラのことだそ
うです。物語の主人公たちは、このクジラ
のように誰にも届かない声を抱えながら、
それでも誰かとつながることをあきらめず
に生きています。優しさとは何か、寄り添
うとはどういうことかを深く考えさせられ
る一冊です。

先生お薦めの本
先生から学生へのお薦めの本を紹介します
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イラ」を訪れたことがきっかけでした。幼
いころに「インカ・マヤ・アステカ展」で
ミイラを見て以来ずっと関心はありました
が、この展示は圧巻でした。見渡す限りミ
イラ、ミイラ、ミイラ！ それぞれに物語
があり、五穀豊穣を祈って自ら即身仏とな
った人、生贄としてささげられ自然に保存
された人、村の長老を敬ってミイラにした
文化など、人間の死生観の多様さに衝撃を
受けました。
　人工ミイラの代表である古代エジプトの
ミイラは、死後の永遠の命を信じた人々が
高度な技術で作り上げました。一方、自然
ミイラは寒冷地の低温乾燥や湿地の酸素欠
乏といった条件で偶然生まれます。発見さ
れた地域によって姿や表情、保存状態は大
きく異なり、その背後には死や来世への思
いが込められています。エジプトでは来世
への希望、南米では祖先とのつながり、北
欧の湿地から出土したものには刑罰や儀式
の痕跡が見られます。
　今回紹介する本には、世界中のミイラが
詳しく取り上げられています。様々な謎を、
発掘調査や科学的分析をもとに解説してい
ます。豊富な写真や図版は迫力があり、た
だ眺めるだけでも惹き込まれます。エジプ
トのミイラがなぜ包帯ぐるぐる巻きなのか、
その理由についても記載されていますよ。
　科学が進歩した現代でも、人は死後どう
なるのかは分かっていません。かつては死
者のよみがえりを信じてミイラを作る文化
もありました。そう考えると、ミイラから
見える死生観は現代の私たちにも深い示唆
を与えてくれます。ちなみに、メキシコ・
グアナファトのミイラ博物館に行くことは、
私の人生のバケットリストの一つです。い
つか訪れ、この本で学んだ知識と照らし合
わせたいと思っています。
　歴史や科学に関心がある人はもちろん、
生物や心理学に興味がある人にもぜひ読ん
でほしい一冊です。

電気電子システム系　沼　千智

『教養としてのミイラ図鑑
　　世界一奇妙な「永遠の命」』
　ミイラ学プロジェクト：編著

　（ベストセラーズ）

　みなさん、「ミイラ」と聞くと、まず思
い浮かべるのはエジプトの包帯でぐるぐる
巻きにされた姿ではないでしょうか。映画
や漫画でも描かれる最も一般的なイメージ
です。しかし実際には、ミイラには驚くほ
ど多様な種類があります。大きく分ければ、
人の手で意図的に作られた「人工ミイラ」
と、自然条件によって偶然保存された「自
然ミイラ」です。この本には、世界各地で
発見されたさまざまなミイラの特徴や、そ
の背景にある文化や死生観が詳しく紹介さ
れています。写真や解説も豊富で、「なぜ
この人はミイラになったのか」といった謎
にも迫っています。
　私が本格的にミイラに興味を持ったの
は、2020年に大阪で開催された「特別展ミ

それぞれジャンルも雰囲気も異なる４冊で
すが、「自分とは何か」「他者とどう関わ
るか」を考えるという共通点があります。
ぜひ、気になった本を手に取ってみてくだ
さい。
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機械システム系　藤本　真也
『トコトンやさしい自動運転の本』
　クライソン・トロンナムチャイ：著

　（日刊工業新聞社）

　機械システム系に本年度赴任いたしまし
た、藤本です。今回ピックアップする本は
クルマの自動運転に関する技術書です。私
が津山高専の学生だったとき、初めて免許
を取り、原付のスーパーカブに乗りました。
その時からエンジンや乗り物の構造に興味
を持って、エンジンを分解したりしていま
した。その後、大学の自動車部でクルマに
触れる機会もあり、基本的な構造は理解で
きたと思っていましたが、いま世の中では
自動運転が求められています。
　現在、科学技術はAI（人工知能）を筆
頭に目まぐるしい進歩を続けています。産
業革命ほどの衝撃ではないのかもしれませ
んが、自動運転やAIは、事故した時に誰
が責任を取るべきなのか等、倫理的な懸念
も議論されています（私は、ドライバーが
責任を取るべきだと思います）。
　現代社会は、ちょっと言い方は悪いかも
知れませんが、基礎の基礎を固めるよりも、
応用力が試される時代が来たのだな、と個
人的には思います。例えば、電卓がどうし
て動いているのか、理解している人は珍し
いと思います。それよりも、既存技術と新
技術を融合して、新しい物を早く開発する

事が求められている…企業にいた時は、その
ように感じました。したがって、これから企
業に就職したり進学する皆さんは、基礎を学
ぶとともに最新技術の予備知識も必要になる
だろうと私は思います。
　そんな時に、今回ご紹介したようなやさし
い技術書が役に立ちます。特に自動車業界に
興味がある学生は、面接で自動運転のあり方
などについて聞かれるかもしれません。騙さ
れたと思って一度読んでみるのは如何でしょ
うか。
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必携「からくり設計」メカニズム定石集
ゼロからはじめる簡易自動化
熊谷　英樹：著（日刊工業新聞社）

　こんな機能を作りたい、こんな動きを
させたいと思った時にどうすればいいか
迷ったら、この本を見て解決しましょう。
どんな機構も基礎となるメカニズムの組
み合わせ。この本ではそんな基礎を学べ
ます。

星を継ぐもの
ジェイムズ・Ｐ・ホーガン：著（東京創元社）

　月で見つかったのは、なんと「人間の
死体」。でも、その人は5万年前に亡く
なっていたのです。どうしてそんなこと
が起きたのか、科学者たちが少しずつ謎
を解いていきます。難しい専門用語より
も、推理小説のようなワクワク感が魅力。
SFが初めてでも、知的な冒険を楽しめ
る一冊です。

「なぜ薬が効くのか？」を
超わかりやすく説明してみた
山口　悟：著（ダイヤモンド社）

　どうして薬を飲めば病気が良くなるの
か？ 胃で消化された薬が、どのように
して病気の原因となる箇所にピンポイン
トで働くのか？ 不思議に思ったことが
ある方も多いのではないでしょうか。そ
んな疑問に対するこたえが書かれた1冊
です。薬が効くしくみを、「化学」と
「生物」の基礎的な内容をおさらいした
うえで分かりやすく紹介しています。
　薬のメカニズムだけでなく、製薬の裏
側や医学・薬学の歴史も知ることのでき
る新たな発見に満ちた1冊です。

ブレイクショットの軌跡
逢坂　冬馬：著（早川書房）

　『ブレイクショットの軌跡』は、現代
日本の歪みと個人の選択を鋭く描き出す
逢坂冬馬の問題作である。偶然のように
見える出来事の連鎖は、社会構造や人間
関係の必然として積み重なり、やがて取
り返しのつかない一撃へと収束していく。
登場人物たちの行動は決して単純な善悪
では割り切れず、読む者に「正しさとは
何か」を問い続ける。緊張感ある展開の
中で、現代を生きる私たち自身の姿が浮
かび上がる一冊だ。

５分後に意外な結末ex
白銀の世界に消えゆく記憶
桃戸　ハル：編著（Gakken）

　一見よくあるストーリーの奥、意外な
結末が待ち受けている。
　5分ほどで読める話をまとめた短編集
であるこの本は、どの話を読んでも意外
な結末と笑い、涙、そして衝撃を与えて
くれる。読めない展開にあなたも翻弄さ
れることでしょう。

ブックハンティング
新刊紹介
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モルフォ人体デッサン
ミシェル・ローリセラ：著（グラフィック社）

　この本は形態学から人物のデッサンを
行える。同著者の本では、ほかにも動物
や部分ごとの人体を行える本もあり、そ
の本らもまたおすすめである。
　この本で見られる形態学とは生き物の
構造についての学問であり、中でもこの
本では人間の骨格から筋肉の付け方まで
を学ぶことが出来る。人物を書きたいと
きに人に厚みを持たせたり、写実的にす
るのにもってこいの本である。

鳥肉以上、鳥学未満
川上　和人：著（岩波書店）

　私たちにとって特に身近な鳥、鶏。そ
の生態について、皆さんは考えたことが
ありますか？彼らを肉としてみるのでは
なく、１種の「鳥」としてみてみましょ
う。日本を代表する鳥類学者が綴る、読
めば鶏のことがもっと好きになる、そん
な1冊です。

　『猫を処方いたします』は、心に不調
を抱えた人々のもとに、少し風変わりな
「猫の処方」を行う不思議な診療所を舞
台にした物語である。猫と過ごす時間を
通して、登場人物たちは自分でも気づか
なかった感情や傷と向き合い、少しずつ
前に進んでいく。優しく温かな文章は、
読む人の心までそっと撫でてくれるよう
だ。疲れたときや立ち止まりたくなった
ときに寄り添ってくれる、癒やしに満ち
た一冊である。

猫を処方いたします
石田　祥：著（ＰＨＰ研究所）

動物のひみつ
アシュリー・ウォード：著（ダイヤモンド社）

　動物の社会性を面白く、そしてびっく
りするように書かれた本。多くの事実を
分かりやすく記述していて、すいすいと
読んでしまう一冊。
　たぶんあまり本を読まない人間でも、
動物の生態と社会性、そして面白い事実
に興味があれば最後までその本を読むこ
とが出来ると思う。
　その目次を見ればわかるが、多くのタ
イトルが存在し、短い時間でも満足でき
るような本でもある。忙しい時の息抜き
にもおすすめだ。

ないもの、あります
クラフト・エヴィング商會：著（筑摩書房）

　よく聞くけれど、一度も見たことがな
い。そんなものがこの世の中には多く存
在します。「堪忍袋の緒」、「舌鼓」、
「転ばぬ先の杖」。どこに行けば手に入
れることができるのでしょうか？
　そんな「ないもの」たちを古今東西か
ら取り寄せて、読者にお届けする本です。
クスッとなること間違いなしです。
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弥生祭班
　弥生祭において、図書委員会では毎年恒例

の古本市を開催しました。先生方や有志の

方々から寄付していただいた本を来場者の方

に無料で配布し、読み終えた本が次の読者へ

とつながる機会となりました。

　当日は交代で店番をしながら、来場者への

対応を行い、落ち着いた運営を心がけました。

委員同士で協力しながら活動を進めることで、

例年通り無事に古本市を終えることができま

した。

（情報システム系3年　小坂　夢桜）

読書感想文コンクール班
　私たちの班では読書感想文コンクー

ルを実施いたしました。今年も多くの

方々にご応募いただき、誠にありがと

うございます。

　どの感想文にもそれぞれが出会った

本に対する思いや感動が詰まっており、

甲乙つけがたいものばかりでしたが、

今回は班員が特に心を打たれた作品を

選出させていただきました。

　これからも皆さんが、心に残る素晴

らしい一冊に出会えることを祈ってい

ます。

（情報システム系5年　菊池　蒼太）

図書委員活動報告
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図書委員は、弥生祭等催し物班、読書感想文コンクール班、ブックハ
ンティング・交流会班、図書館報班の４班に分かれて活動しています

図書館報班

ブックハンティング・交流会班

　私たち図書館報班は、図書館報に掲載

する記事の製作を行いました。新任の先

生方への執筆依頼や、班員によるおすす

め本紹介など、役割を分担して記事の作

成にあたりました。

　こうして本号を無事に刊行することが

でき、大変うれしく思います。製作に携

わってくださった皆様、本当にありがと

うございました。

（情報システム系4年　日名　祥也）

　私たちの班はブックハンティングと交流会

を実施しました。今年度は12月に1回実施す

ることができました。参考書から小説まで、

幅広いジャンルから、勉強に役立ちそうな

本・面白そうな本を選んで来ることができた

と思います。入口右にブックハンティングコ

ーナーがありますので是非ご覧ください。

　今年の交流会は津山高校主催で行われまし

た。交流会では、お互いの活動報告を行った

後、オリエンテーションを行い、その後に津

山高校の図書館を見学させていただきました。

学生同士で、コミュニケーションをとりながら交流を深めていきました。ここで得られた経験を糧により

良い図書館にしていこうと思いました。

（電気電子システム系4年　駒場　瑛伸）
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バッタを倒しにアフリカへ

　1937年の刊行以来、多くの読者に読み継がれてきた名作です。物語を通して人生の意味や倫理
観について考えることができ、主人公のコペル君の成長が読む人に深い気づきを与えてくれます。
現代の若い世代にも支持されており、時代を超えて価値のある哲学的な作品です。

吉野　源三郎：著（岩波書店）

君たちはどう生きるか

　本書はアドラー心理学を対話形式でわかりやすく解説したベストセラーです。人間関係の悩みを
「他者の課題」と「自分の課題」に分ける考え方は、多くの読者に新しい視点を提供しました。自
分らしく生きるとは何かを学ぶことができ、日常生活にも取り入れやすい内容になっています。

岸見　一郎，古賀　史健：著（ダイヤモンド社）

嫌われる勇気

　この本は、バッタに魂を売った変態と彼の壮絶なストーリーを描いたノンフィクションストーリ
ーです。少年であった前野浩太郎はバッタが好きすぎるあまりバッタを触りすぎてアレルギーにな
るほどであった。そんな彼が抱いた夢は「バッタに服を食べられる」こと。その夢は大人になって
も消えることはなく、大きくなっていくばかりであった。その後研究者になったものの、日本で研
究できることには限りがあった。そのため、毎年大規模のバッタの作物被害を受けているモーリタ
ニア現地で研究を行うこととなった。この本では、そんな彼が海外での生活をどう乗り越え、どの
ようにしてバッタの研究に取り組んだのかが描かれています。海外での生活の中で起こるカルチャ
ーショックやバッタ研究の過程で起こる様々な困難を、著者である前野浩太郎さん独特の表現で面
白おかしく書いています。子供から大人まで幅広い年代の方が読める本で、生物や海外に興味があ
る人に特におすすめできる作品です。　　　　　　　　　　　　  前野ウルド浩太郎：著（光文社）

夜のピクニック
　高校の伝統行事である「歩行祭」を舞台にした青春小説です。約24時間歩き続ける特別な時間
の中で、登場人物たちの葛藤や成長が丁寧に描かれています。静かで落ち着いた雰囲気の物語です
が、読み終えた後には温かい余韻が残ります。友人との関係や家族のつながりなど、共感できるテ
ーマが多く含まれています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　恩田　陸：著（新潮社）

図書委員お薦めの本紹介
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第１位
再　生

情報システム系２年　河本　明未佳

　かつての私にとって、絵を描くことは間違いなく生
きがいだった。物心ついたときから筆を握り、気づけ
ば教本やネット動画を参考に練習を重ねる日々を送っ
ていた。中学校ではあまり人と馴染めず、存在感の薄
い私だったが、美術のデッサンの授業では、先生やク
ラスメイトから称賛を受けた。校内に掲示されるポス
ターの制作を任されることも多く、私はクラスにおい
て「絵が一番上手い人」という位置づけにあることで、
自身の存在価値を見出すことができていた。何よりこ
うした成功体験の積み重ねは、自己肯定感の向上につ
ながった。
　しかし、毎日のように絵を描いていた当時、度々ス
ランプに陥った。どれだけ描いても上達しない、あり
きたりな構図しか思い浮かばない等、絵に携わる人の
大半が直面するであろう壁の数々。苦しみの中で、周
りの人より「絵の才能」があると思い優越に浸ってい
た自分が憎たらしくなった。経験に画力が追いつかな
くなっていくかもしれない不安は、自分の将来の道に
も影を落とした。ふと思い知らされたのである。私の
「才能」にはリミットがある、と。描かないことで自
分の存在価値は失われるが、これからも描き続けてい
たとして、それは「凡人」による絵でしかない。この
ジレンマの中で、私の中の「認められたい」という欲
求と、「凡人になりたくない」ための焦燥感は肥大化
し、次第に描く行為そのものが苦痛になっていた。練
習を放棄する日々が続いた。親に買い与えられた画材
セットが埃を被っていく様を見過ごすのは、彼らから
の期待や応援の気持ちを裏切るようで辛かった。
　中学三年生の秋。県内の児童絵画コンクールで私の
作品が最優秀賞に選ばれた。私は家族に連れられて授
賞式に参加した後、ホール内に展示された受賞作品を

鑑賞した。同世代の作者たちによる作品の一つ一つは、
どれも鮮やかな感受性を放っていた。そこにはもちろ
ん、私の作品も並んで展示されていた。愛猫とサック
ス、二つのモチーフが成す質感のコントラストにこだ
わり、膨大な時間と愛情を捧げた魂の傑作。それを前
にしたとき、不純で承認欲求にまみれた今の私と、か
つての私との間に大きな隔たりがあるように感じた。
そしてこの日を境に、私は絵を描くことをやめた。
　名作『山月記』との出会いは、私にとって衝撃的だ
った。主人公李徴が詩人としての才能に見切りをつけ
ざるを得なかった苦悩に、深く感情移入したからだ。
博学で才能のあった李徴が、自身の役職を捨てて詩人
の世界に飛び込み、挫折を経験するまでの境遇はまさ
に私と重なるところがあった。
　「才能の不足を暴露するかも知れないとの卑怯な危
惧と、刻苦を厭う怠惰とが己の凡てだったのだ。」
　李徴による独白の描写。その才能や他者からの評価
に固執した末、虎へと成り果てた彼自身への失望を表
すこの一文は非常に生々しく、私の心を抉るようだっ
た。
　私もまた知らざるを得なかった。創作に限らず、
「プロ」と称される人々が生きる世界の過酷さを。彼
らの血反吐を吐くような努力を。それらを知ってしま
った上で私は、「プロ」の世界に飛び込もうとする強
い意志を持てなかった。私にとっての絵は、生きがい
であり存在価値だった。だからこそ、その過酷な世界
において自分の創作が誰にも届かず、評価されないこ
とを最も恐れた。「凡人」になるのを恐れ、筆を折っ
たそのとき私は「虎」になったのだ。
　李徴は人間としての尊厳を失ったが、同時に自分の
本質を見つめ直すことにもなった。彼が最後に、友人
の袁傪に託した詩こそが、虎となってなお創作への想
いを捨てきれない「人間」、李徴による魂の叫びだっ
たのではないだろうか。
　本書は、創作に対する自分の向き合い方を問い直す

校内読書感想文コンクール
図書委員が優秀作品を選出しました
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ていた。稲葉は正義感が強く、取材対象に深く入り込
むあまり、客観的な視点を保つことに苦労する。しか
し、広報という「伝える」仕事を通して、彼女は「伝
えること」の難しさ、そしてその裏側にある「真実」
とは何かを改めて考えさせられる。
　空井と稲葉の関係もこの物語の中の大きな魅力の一
つだ。最初は、互いに反発し合いぶつかり合う二人だ
が、広報室の仲間たちとの交流や、ともに困難を乗り
越える中で少しずつ心を通わせていく。特に稲葉が空
井の過去に触れ、彼が抱える葛藤を理解しようとする
シーンには心を打たれる。空井がかつての仲間たちと
再会し、彼らが空井を励ます姿は彼の心を少しずつ癒
しているのが伝わりとても感動した。言葉では中々伝
わらない感情を空井と稲葉、二人で少しずつ分かりあ
っていく過程はとても心が温かくなる。
　この物語の中で僕が感じたのは「挫折」と「再生」
だ。誰もが皆、人生の中で挫折することはあるだろう。
そんな時、僕たちはどう立ち直ればいいのか。この本
はその問いに対する一つの答えを提示しているように
思える。空井も稲葉も自分の力だけではどうしようも
ない壁にぶつかり、一度は夢をあきらめかける。しか
し、そこで立ち止まるのではなく。新しい場所で、新
しい環境の中で、自分にできることを見つけ出し前向
きに生きようとする。それは、決して簡単なことでは
ない。時には過去を振り返り苦しむこともあるだろう。
でも、彼らは周囲の人に支えられ、再び立ち上がる。
そんな強い人に僕はなりたいと思う。二人が前に進め
るようになったのは周囲の支えがあったからこそだ。
室長は飄々としているが、部下を深く思いやり、的確
なアドバイスを与える。先輩たちは時に厳しく、時に
やさしく空井と稲葉を導いていく。彼らのとーむワー
クはまさに「一枚岩」という言葉がふさわしく、どん
な困難にも力を合わせて立ち向かう姿がなんともかっ
こいい。
　また、この作品には「伝えること」重要性を強く訴
えているように感じた。広報の仕事は、自衛隊という
組織の活動やそこで働く人々の想いを、国民に「伝え
る」ことだ。しかし、それは単に情報を羅列するだけ
ではだめだ。人々の心を動かし、理解や共感を得るた
めには、相手の立場に立ち、何をどのように伝えれば
いいのかを深く考える必要がある。稲葉が報道の現場
で悩んでいたように、情報を「伝える」ことは、常に
難しい側面を伴う。誤解を生む可能性もあるし、意図
しない形で受け取られてしまうこともある。自衛隊が
災害派遣で活躍する姿や、その裏側にある隊員たちの
並々ならぬ努力や覚悟を、どのようにすれば正しく、
伝えられるのか。稲葉は考え続けている。僕は伝える

きっかけを与えてくれた。創作が良くも悪くも自分に
とっての拠り所であったこと、かつての私が純粋な楽
しさや情熱を原動力に絵を描いていたこと。それから、
そうして描きあげた作品を評価してくれる人が、確か
に周りにいたことを思い出すことができた。
　「虎」になってから約二年の月日を経た今の私には、
いつか再び筆を握るときが来るかもしれない。そのと
き「虎」は、また「人間」として生きることができる
のだろうから。たとえそれが、「凡人」の生きる道だ
ったとしても。

（中島 敦『山月記』）

第２位
空はつながっている

１年２組　小原　理智

　僕は、この春津山工業高等専門学校に入学した。岡
山から離れ寮生活をするようになってから本を読む機
会がほとんどなくなった。学校の図書館でふと手に取
った、有川浩さんの「空飛ぶ広報室」という本がとて
も印象に残った。ドラマになった作品ということは知
っていたので、軽い気持ちで読み進めると想像を超え
た面白さだった。
　物語の主人公は、不慮の事故で夢を絶たれ航空幕僚
幹部広報室へ異動になった、元戦闘機パイロット空井
大祐。そして、報道局で問題を起こし、情報局へ異動
になり防衛省の担当となった美人ディレクター稲葉リ
カ。この二人が、様々な挫折を抱えながら、広報とい
う仕事を通して自分たちの夢や生き方に向き合ってい
く姿がとても丁寧に書かれている。
　特に印象的だったのは、空井の挫折だ。小さいこと
からの夢だったブルーインパルスのパイロットへの内
示か出た直後、不慮の事故によって半月板の三分の二
を失ってしまう。日常生活の軽い運動程度ならできる
ようになった。これが戦闘機パイロットでなかったら
奇跡的な回復だった。その後、パイロット罷免宣告を
受ける。そして、航空幕僚幹部広報室へと異動になっ
た。夢見ていた仕事が二度とできなくなったショッ
クで心から笑うことができなくなった空井。そんな
時、室長から稲葉リカの担当を命じられる。稲葉もま
た、報道の現場から外され、仕事への意欲を失いかけ
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第３位
意志を貫いて　　

１年３組　鈴木　亮丞

　［成瀬は天下を取りにいく］本書と出合ったのはつ
い先日のことである。夏季休暇が近づき、「長期休暇
を活かし、幾冊かの本を読みたい」と感じていた。そ
んな中ふらっと立ち寄った書店で、ある一冊が目につ
いた。店内には当然のことながら幾万冊もの本が並ん
でおり、その各々が魅力的な作品であった。だが－－
だが、なぜだろうか。私はこの一冊に強く惹かれたの
である。
　何事かについて、目標や方針を決定するとき、意見
表明をするとき、「自然と周囲に合わせてしまう」と
いう方も案外多いのではないだろうか。少なくとも私
はその内の一人である。例えば、グループワークなど
で「あなたの意見は？」と尋ねられた際、「違う考え
方の人」という棘を避けたくて「○○と同じ意見」の
ように発言していることが多くある。周囲から孤立し
てしまうことを極度に恐れるがあまり、「真の自分」
を「誰か」で覆い隠してしまうのである。本書は「真
の自分」を貫き通せない自身の考え方に変化の兆しを
もたらした。
　本書では主人公である成瀬あかりが目標に向かって

ことの難しさと重要性この本から感じた。
　そして、もう一つ、僕がこの物語から学んだのは、
「自分自身の可能性」だ。空井はパイロットという夢
を失っても、広報として新しい自分の居場所を見つけ
た。稲葉は報道の現場で挫折を経験しても、ディレク
ターという仕事を通して、自分の強みと向き合い、成
長していった。彼らの姿を見て、僕ももし将来、思い
描いていた道とは違う道を歩むことになったとしても、
そこで新たな可能性を見つけ出したいと思った。
　「空飛ぶ広報室」は、単なる恋愛物語や仕事物語で
はない。挫折を経験した人たちが、いかにして立ち直
り新たな道を切り開いていくのかを描いた、希望に満
ちた物語だ。そして、組織の中で働くことの面白さや
難しさ、人と人との繋がり、そして「伝えること」の
奥深さを教えてくれた。僕も強く生きて行こうと思う。

（有川 浩『空飛ぶ広報室』）

真っすぐに進む姿を彼女自身と彼女の周辺人物達の視
点で描かれている。
　「島崎、わたしはこの夏を西武に捧げようと思う」
物語は成瀬のそんな一言から始まる。営業終了を間近
に控えた地域唯一のデパート、西武大津店。彼女は毎
日現地へ通い、毎日ローカル番組に映り込むという目
標を宣言したのである。成瀬は毎日現地へ出向いた。
その様子は事情を知らない者から見ると異様だったよ
うで、番組のリポーターも彼女を認識したうえで避け
ていた。彼女は他人から避けられながらも宣言通り毎
日現地に通い、番組に映り続けた。仮にも真夏の猛暑
のさなかである。もし仮に私が同じことを試みたとし
て到底続けられたとは思えない。ましてや人目を気に
しすぎてしまう私には誰かに避けられたことを感じた
時点で挫折しただろう。だが、彼女は、成瀬あかりは
最後までやり遂げて見せたのである。彼女は活動の中
で、地域住民からの応援や感謝の気持ちを示されるこ
ともあった。彼女の活動は、ある者の出会いを支え、
またある者の心を動かし、またある者の記憶の一部と
して残ったのである。それは一見、些細なことに過ぎ
ないのかもしれない。だが、彼女の活動がある者たち
の人生を変え、彩を与えたことは確かであろう。たと
え周りから変わり者とみられようと意志を貫き通し、
周囲にも影響を与えるその真っすぐな強さに私は憧れ
を抱いた。彼女の真っすぐな強さは本書の題［成瀬は
天下を取りにいく］からも感じ取ることができる。だ
からこそ私は本書に強く惹かれたのだろうと感じた。
　人目を気にするあまり、自らの意志を曲げ、最後ま
で貫き通すことのなかった私は目標を達成することも
なく、何も手に入れることはなかった。対して意志を
最後まで貫き通した彼女は目標を達成し、さらにはそ
の挑戦する姿で周囲を魅了し、心を動かすことさえも
できたのである。本書は私に「目標に向けて努力や挑
戦をすることが大切なのである」ということを深く刻
み込んだ。
　私を含め現代人は、目標を定めるとき、その先に
「価値」があることを前提としている。故に、リスク
の高い挑戦をするということが著しく少ないのである。
本書を読んで私は、「利益や意味といった価値を前提
として目標があるのではない。目標に向けて努力や挑
戦をすることが意味や利益といった価値を生み出すの
である」と考える。意味や利益といった「価値」を多
く求められる現代。だからこそ、私たちは、初めから
「価値」を求めるのではなく、目標のもとに最後まで
意志を貫き、多くのことに挑戦していくべきなのでは
ないだろうか。

（宮島 未奈『成瀬は天下を取りにいく』）
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ご存知ですか、図書館の使い方
ぜひ積極的に図書館を利用しましょう

学習のための多様な活動空間
 ・ 専門書、一般書、小説
 ・ 電子ジャーナル、データベース
 ・ パソコン、プリンタ
 ・ インターネット、校内Wi-Fi
 ・ 広い机、ホワイトボード
 ・ ミーティングルーム

市立図書館の本を取り寄せる
市立図書館蔵書検索（OPAC）で予約し、受取場所を本
校に指定しましょう。

図書館にある本を探す
蔵書検索（OPAC）で請求記号を調べて、その記号の書
棚の場所に行きましょう。

書棚の本は分野別に並んでいるので、興味がある分野の書
棚を探してみましょう。

本を借りる
貸出期間は２週間、貸出冊数は５冊で、貸出には学生証が
必要です。

返却は図書館カウンターもしくは寮のブックポストに返却
してください。

平日8:30～20:00　土曜13:00～17:00
テスト期間中の土日祝日13:00～20:00
長期休業中は平日8:30～17:00　土日祝日は閉館

開館日時
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　図書館のミーティングルー
ムには寄贈された備前焼の蘭
引（らんびき）が展示されて
います。蘭引とは江戸時代に
使用された蒸留器で、酒や水
を蒸留して精製し、アルコー
ルや蒸留水を得るための道具
です。

Topics!

本をリクエストする
学生希望図書の申込用紙を図書館カウンターに提出しまし
ょう。

論文を調べる
図書館WEBサイト記載の電子ジャーナル・データベース
を利用してみましょう。

過去の卒業研究を閲覧する
令和３年度より電子化されています。それ以前のものは図
書館奥の集密書架にあります。閲覧したい場合は図書館カ
ウンターで相談してください。なお、一部を除き、持出・
複写不可です。

グループで学習する
ミーティングルームが利用できます。図書館カウンターで
予約、申込しましょう。

情報機器を利用する
プリンタは両面印刷・カラー印刷可能です。コピー用紙は
各自持参してください。大量印刷は控えましょう。

校内Wi-Fiの使用は総合情報センターでの申請が必要です。

守ってほしいルール
飲食禁止（フタつき容器の飲物のみ可）

携帯電話等での通話禁止
　　
大声で話すなどの迷惑行為禁止



津 山 高 専 図 書 館 報

編集後記

No. 書　名 著　者 出版社

1 公式TOEIC Listening & 
Reading問題集 Educational Testing Service 国際ビジネスコミュニケーション協会

2 編入数学徹底研究 桜井基晴 聖文新社

3 1駅1題TOEIC L&R TEST文法
特急 花田徹也 朝日新聞出版

4 TOEIC L&Rテスト文法問題で
る1000問 TEX加藤 アスク出版

4 TOEIC L&R TEST出る単特急
金のフレーズ TEX加藤 朝日新聞出版

　いかがだったでしょうか。先生方のおすすめの本から、貸出ランキングまで。様々
な本にまつわるお話は、どれも用味深いものばかりでした。
　私は本が好きで、図書館が好きです。ですが何より、本の周りにいる人々が好きで
す。この図書館報という一冊の本に、たくさんの人々が関わっているということ。制
作に携わる中で、その重みを私は改めて実感しました。そして、そんな人と人とを繋
ぐ本の姿に私は強く惹かれているのだとも思います。
　改めまして、この図書館報に携わってくださった先生方や図書委員会の方々、本当
にありがとうございました。今号がこのような素晴らしいものになったこと、大変嬉
しく思っています。

　どうぞこれからも、本との出会いを楽しみに、津山高専図書館へ訪れていただけると幸いです。
（情報システム系4年　日名　祥也）

独立行政法人 国立高等専門学校機構
津山工業高等専門学校図書館発　行

貸出ランキング 2025

入館者数 202５

（期間：2025年１～12月）

※同率４位

1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
5,748 3452 1093 4900 5749 4977 7469 2544 2339 5357 7346 4753
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